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（
質
）
町
税
に
つ
い
て
、
収
入
未

済
額
は
減
っ
て
い
る
が
、
不
納
欠

損
額
が
増
加
し
て
い
る
。
滞
納
状

況
は
。

（
答
）
不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、

死
亡
、
生
活
保
護
の
該
当
、
転
出

で
居
住
不
明
な
ど
、
納
付
能
力
の

判
断
を
厳
密
な
調
査
の
上
行
っ
て

い
ま
す
。
も
う
実
在
し
て
い
な
い

企
業
の
固
定
資
産
税
で
、
高
額
の

不
納
欠
損
が
１
件
あ
っ
た
た
め
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
金
額
の
多
い
５
０
０
万
円

程
度
の
滞
納
額
が
あ
る
方
は
分
納

誓
約
と
し
、
不
納
欠
損
に
は
せ
ず

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

町
税
の
徴
収
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
個
別
の
徴
収
、
相
談
の
他
、

財
産
や
国
税
還
付
金
の
差
し
押
さ

え
な
ど
、
滞
納
者
の
実
態
を
把
握

し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

（
質
）
東
日
本
大
震
災
の
後
、
復

興
税
を
住
民
か
ら
徴
収
す
る
と
い

う
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
復
興
特
別
税
は
、
被
災
者

救
済
の
財
源
確
保
、
緊
急
に
実
施

す
る
防
災
施
策
費
用
の
財
源
確
保

を
目
的
と
し
て
、
復
興
財
源
確
保

法
が
平
成
23
年
12
月
２
日
に
公

布
、
施
行
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
復
興
特
別
税
分
は
、
道
民

税
、
町
民
税
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

円
ず
つ
上
乗
せ
を
し
ま
し
て
、
道

民
税
が
１
５
０
０
円
、
町
民
税
が

３
５
０
０
円
と
均
等
に
割
り
振
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

期
間
は
平
成
26
年
度
か
ら
35

年
度
ま
で
の
10
年
間
と
な
っ
て

お
り
、
金
額
と
し
て
は
、
平
成

27
年
度
の
均
等
割
の
納
税
義
務
者

２
５
６
２
人
に
５
０
０
円
を
掛
け

た
１
２
８
万
１
０
０
０
円
が
、
町

民
税
の
個
人
分
に
加
算
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

（
質
）
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
、

予
算
額
と
調
定
額
の
１
０
０
０
万

円
以
上
の
差
の
理
由
は
何
か
。
ま

た
、
滞
納
状
況
は
。

（
答
）
当
初
予
算
は
現
在
の
入
居

者
の
90
％
程
度
で
予
算
を
見
て
い

ま
す
。
前
年
度
の
所
得
に
対
し
て

毎
年
住
宅
料
改
定
を
行
っ
て
お

り
、
収
入
が
多
く
な
る
と
住
宅
料

が
値
上
が
り
す
る
た
め
、
調
定
額

の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
質
）
排
水
設
備
の
接
続
に
つ
い

て
、
普
及
率
が
市
街
地
の
公
共
下

水
道
で
は
79
・
４
％
、
漁
業
集
落

で
は
75
・
８
％
と
あ
る
が
、
普
及

率
向
上
の
た
め
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ

を
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後

の
目
標
は
。

（
答
）
環
境
の
保
全
を
広
報
な
ど

で
宣
伝
啓
発
し
、
新
築
住
宅
や
、

未
設
置
住
宅
で
下
水
道
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

普
及
率
が
大
体
70
％
で
、
下
水

道
処
理
場
が
経
営
的
に
安
定
し
、

処
理
経
費
を
使
用
料
収
入
で
賄
え

る
と
計
算
し
て
い
ま
す
。
市
街
地

区
で
は
75
％
か
ら
78
％
の
普
及
率

と
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
新
築
住

宅
は
、
下
水
道
法
で
下
水
道
に
つ

な
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

古
い
住
宅
は
工
事
が
困
難
な
と
こ

ろ
も
あ
る
た
め
で
す
。

　

漁
業
集
落
で
は
、
漁
業
に
携

わ
っ
て
い
る
方
の
関
心
が
高
く
、

こ
ち
ら
の
想
定
以
上
に
普
及
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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歳　
　
　
　

入

歳　
　
　
　

入

公
共
下
水
道

公
共
下
水
道

（
質
）
国
保
の
短
期
証
明
書
、
資

格
証
明
書
の
発
行
の
手
続
き
は
。

（
答
）
短
期
証
は
有
効
期
間
３
カ

月
で
、
前
年
度
の
国
保
税
に
滞
納

が
あ
り
、
過
去
に
も
高
額
の
滞
納

が
あ
る
方
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
証
は
、
前
年
度
中
の
国
保

税
の
納
付
が
全
く
な
く
、
過
去
に

も
滞
納
が
あ
る
方
が
対
象
で
、
病

院
で
医
療
費
の
10
割
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
後
か
ら
保
険
給
付

分
を
現
金
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
に
対
し
、
納
税
相
談
、

分
納
の
約
束
、
財
産
の
調
査
な
ど

を
し
た
上
で
交
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
28
年
度
は
６
名
に
短

期
証
を
、
２
名
に
資
格
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

（
質
）

※

医
療
機
関
の
返
還
金
問
題

で
、
３
５
１
万
円
の
残
債
に
つ
い

て
は
継
続
し
て
い
る
か
。

（
答
）
返
還
金
は
医
療
機
関
の
不

当
請
求
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の

で
、
継
続
し
て
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
機
関
が
何
カ
所
か
あ
り
ま

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

す
。
金
額
が
大
き
く
、
経
営
の
関

係
も
あ
り
一
回
の
返
還
額
は
多
く

は
な
い
の
で
す
が
、
毎
月
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

住
宅
料
の
滞
納
者
は
現
在
28
名

お
り
、
滞
納
額
１
０
０
万
円
以
上

が
３
名
、
50
万
円
か
ら
１
０
０
万

円
が
４
名
い
ま
す
。

７

・町長行政報告 　町長より行政報告がなされました。

■
８
月
発
生
台
風
の
対
応

　

９
年
ぶ
り
に
北
海
道
に
上
陸
が

相
次
い
だ
３
台
風
で
、
多
く
の

市
町
村
で
大
雨
、
土
砂
災
害
や
浸

水
、
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
、
本

町
も
８
月
降
雨
量
は
３
２
８
ミ
リ

と
例
年
を
大
き
く
上
回
る
降
雨
と

な
り
、
町
内
排
水
側
溝
や
小
河
川
、

町
道
に
一
部
被
害
が
発
生
し
、
復

旧
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
う
ち
２
箇
所
に
つ
い
て
は

公
共
災
害
事
業
と
し
て
補
正
予
算

計
上
し
、
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
の
気
象
情
報
に
十
分
注

意
し
て
い
く
こ
と
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

■
農
作
物
の
生
育
及
び
収
穫

　

状
況
等

　

主
力
作
物
の
秋
ま
き
小
麦
に
、

全
町
的
に
「
小
麦
な
ま
ぐ
さ
黒
穂

病
」
が
発
生
し
、
７
４
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
１
１
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
圃
場
が
廃
耕
、
平
年
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
道
が
主

体
に
発
生
要
因
の
分
析
調
査
を
進

め
、
ま
ん
延
防
止
に
向
け
た
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ボ
チ
ャ
は
小
玉
傾
向
か
ら
収

量
は
平
年
を
下
回
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

基
幹
作
物
の
ビ
ー
ト
の
生
育

は
、
長
雨
の
影
響
を
受
け
病
害
も

発
生
し
、
防
除
の
徹
底
管
理
を
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

■
酪
農
・
畜
産
関
係

　

受
託
乳
量
は
、
暑
熱
に
よ
る
牛

の
ダ
メ
ー
ジ
、
搾
乳
戸
数
の
減
少

に
よ
り
、
生
乳
生
産
が
伸
び
て
い

な
い
状
況
で
す
。
ま
た
個
体
販
売

価
格
に
つ
い
て
は
堅
調
な
推
移
で

あ
り
ま
す
。
飼
料
作
物
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
天
候
に
よ
り
出
来
秋

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
漁
業
に
つ
い
て

　

北
海
シ
マ
エ
ビ
漁
は
漁
獲
目
標

８
ト
ン
に
対
し
７
・
７
ト
ン
、
価

格
に
つ
い
て
は
高
単
価
に
よ
り
計

画
対
比
１
４
１
％
で
終
了
の
報
告

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
採
苗
事
業
は
一
部
斃
死

が
見
ら
れ
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た

が
、
順
調
に
稚
貝
を
確
保
で
き
る

見
込
み
で
す
。

　

外
海
ホ
タ
テ
漁
業
に
つ
い
て
は

操
業
計
画
６
４
０
０
ト
ン
と
例
年

の
４
割
減
で
あ
り
、
６
月
よ
り
20

ト
ン
体
制
で
操
業
し
て
い
ま
す
。

　

養
殖
ホ
タ
テ
漁
は
、
漁
獲
量
は

概
ね
計
画
ど
お
り
１
７
０
０
ト
ン

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
小
定
置
網
漁
業
は
昨
年
度

対
比
４
８
７
％
の
３
３
８
ト
ン
と

順
調
に
水
揚
げ
、
今
後
の
来
遊
増

に
期
待
し
、
ま
た
サ
ケ
定
置
網
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
中
部
地
区
の
来
遊

予
想
は
１
０
６
％
と
見
込
ま
れ
期

待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

昨
年
か
ら
の
繰
越
予
算
工
事

を

含

め
48

件
、

事

業

費

総

額

７
億
５
２
０
０
万
円
で
あ
り
、
発

注
率
は
40
件
、
５
億
８
６
０
０
万

円
の
83
％
で
、
早
期
発
注
に
努
め

ま
す
。
ま
た
台
風
被
害
復
旧
作
業

を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

■
遠
軽
厚
生
病
院
の
産
婦
人

　

科
体
制

　

常
勤
医
師
１
名
が
赴
任
し
、
産

科
診
療
を
８
月
22
日
よ
り
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
10
月
よ
り
分
娩
再

開
を
目
指
し
、
ま
た
旭
川
医
大
、

元
勤
務
医
の
出
張
医
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
検
診
、
診
療
を
行
う
と

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
「
遠
軽
地
区
地
域
医
療
連
携

会
議
」
に
お
け
る
医
師
招
へ
い

依
頼
、
医
師
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
作

返礼品を充実させたふるさと納税（町ＨＰ）
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（要　旨）

成
等
の
活
動
が
結
び
つ
い
た
も
の

で
、
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税

　

平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
で
税

額
控
除
拡
充
に
よ
り
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
９
月

１
日
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
受
付
を
開
始
し
、

併
せ
て
ホ
タ
テ
、
牡
蠣
等
の
海
産

物
、
サ
ロ
マ
牛
、
サ
ロ
マ
豚
等
の

商
品
を
返
礼
品
と
し
て
新
た
に
加

え
、
魅
力
的
な
商
品
を
揃
え
た

受
付
状
況
は
順
調
な
滑
り
出
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
町
の
知
名
度
向

上
と
地
域
経
済
の
発
展
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
医
療
機
関
の
返
還
金
問
題
」

　

医
療
機
関
か
ら
の
請
求
過
誤

の
た
め
、
不
当
請
求
と
し
て
町

へ
の
返
還
金
が
発
生
し
て
い
る

問
題
。
厚
生
局
の
適
時
調
査
に

よ
り
発
覚
し
た
。


